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 開  会  
 委 員 長  おはようございます。 

 決算審査特別委員会の委員長に推薦いただきました伊藤です。 
 本委員会に付託を受けました案件は、重要な案件でございます。 
 皆さん方のご協力よろしくお願いいたします。 

（９時３０分） 
 委 員 長  ただ今の出席委員数は、９名です。 

 なお、梶原委員におきましては、監査委員でありますので、本来であれば本委員会

の出席を要しませんが、従来より本委員会は全員で構成することといたしております

ので、最後までよろしくお願いいたします。 
それでは、定数に達していますので、ただ今から決算審査特別委員会を開催します。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 
 日程第１  
 委 員 長  日程第１ 議席番号の指定を行います。 

 議席番号は、本会議の議席番号といたします。 
 日程第２  
 委 員 長  日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

 本決算特別委員会は、本日１３日から１５日までといたしたいと思いますが、これ

に、ご異議ありませんか。 
 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 
 よって、本特別委員会の会期は、本日１３日から１５日までとすることに決定いた

しました。 
 日程第３～

日程第６ 
 

 委 員 長  日程第３ 認定第１号「令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について」 
 日程第４ 認定第２号「令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」 
 日程第５ 認定第３号「令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」 
 日程第６ 認定第４号「令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について」 
を一括議題とします。 
 本日は、決算審査報告のため、本田代表監査委員に出席をいただいておりますので、

令和２年度東峰村一般会計及び特別会計決算並びに基金運用状況の審査の報告をお

願いします。 
 （本田代表監査委員入場） 

 委 員 長  本田代表監査委員さん、よろしくお願いします。 
代表監査委員  皆さん、こんにちは。 

 ただ今ご紹介いただきました、監査委員の本田でございます。よろしくお願いしま

す。 
 議員各位及び執行部の皆様には、日頃から本村発展のためにご尽力をいただき、一

村民としてお礼を申し上げる次第でございます。 
 本日は、令和２年度の決算審査特別委員会ということで、将来を見据えた審議にな

るよう重ねてお願いを申し上げます。 
 それでは、ただ今から、令和２年度一般会計・特別会計の決算報告をいたします。 
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 お手元に東峰村一般会計及び特別会計の決算並びに基金運用状況審査意見書を配

布されていると思います。これに基づきまして、説明を申し上げたいと思います。 
 まず、１ページをお開きください。審査についてでございます。 
 審査対象につきましては、令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算、令和２年度東

峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算、令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算、令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、証書類及

び歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書並びに財産に関する調書を審査

対象として行っております。 
 決算書の調整及び提出期日につきましては、法定内の期限内に提出されておること

を認めております。 
 審査期間につきましては、令和３年８月２４日、２５日の２日間で行っております。 
 この審査にあたっては、次の項目に重点を置いて行いました。 
 まず１つ目は、歳入歳出額は、証票書類と一致しているか。 
 次に、決算書、その他の付属書類の計数は正確であるか。支出済額は証票書類と一

致しているか。会計年度独立の原則は守られているか。会計間の独立は侵されていな

いか。違法又は不当な支出はないか。事務の合理化、経費の節減に努力しているか。

予算の流用は適正に処理されているか。財産管理は適切に行われているか。財政運営

は健全かつ適正になされているか。以上の項目を審査しました。 
 審査結果並びに決算の概要については、２ページ以降に記載されているところでご

ざいます。これについても一読願いたいと思います。 
 決算審査の内容につきましては、３２ページに結びとして総括まとめをしておりま

すので、朗読します。 
 令和２年度の一般会計及び特別会計（簡易水道・国民健康保険・後期高齢者医療）

歳入歳出決算の４会計並びに基金の運用状況の審査に付された決算書等は、いずれも

関係法令に準拠して作成されており、計数に誤りもなく正確であると認めるものであ

る。 
 また、財政も健全に運営されていて、財源の確保、健全な財政運営を図り、財政収

支の均衡保持に努められた結果である。 
 日本経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況にあ

る中、輸出や生産を中心に持ち直しの動きが続いているものの、サービス消費などの

一部で弱さが増している。 
 感染拡大防止のために経済活動が抑制されてきた中で、公的支出による経済の下支

えやワクチン接種を促進する中で、各種政策の効果や海外経済の改善等により持ち直

しの動きが続くことが期待されている。 
 このような状況下で、村においては、平成２９年の九州北部豪雨災害、平成３０年

の西日本豪雨及び令和元年の驟雨前線豪雨の復旧・復興が進み、一定の進歩が見られ

ているが、依然として多大な予算の財源確保が必要と考えられます。 
 昨今は異常気象により、災害がいつ、どこで起きるか予期できない状況です。社会

経済の落ち込みもある中で、今後も将来に向かって健全、堅実な財政運営を行う必要

があります。 
 特に、村税などの自主財源確保に努め、総合計画の長期発展の村づくりと総合戦略

等の各種計画の下、成果、効果を検証し、次世代に受け継いでいける行財政運営の効

率化に取り組んでいただき、産業の振興や人口減少対策、子育て支援、高齢者福祉の

向上等、さらなる村政の発展に寄与されるよう、一層のご尽力を望むものです。 
 以上、監査の報告とさせていただきます。ありがとうございました。 

 委 員 長  ただ今、決算審査等の報告が終わりました。 
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 ここで本田代表監査委員には退席していただきます。お疲れ様でした。 
 （本田代表監査委員退席） 

 委 員 長  次に、各課長から補足説明を求めます。 
 令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算について 
 令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について 
 令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について 
 令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について 
補足説明を求めます。 
総務課長 

 総務課長  総務課からの補足説明はございません。 
 委 員 長  企画政策課長 
企画政策課長  成果説明書の２７ページをお開きいただきますでしょうか。 

 光地域情報通信費の中でですね、臨時番組制作委託料２件でございまして、皆様の

ほうに資料もですね、右肩に企画政策課という１枚ものをお配りさせていただいてお

ります。委託料の内訳でございます。 
 １点が東峰テレビ１０周年記念番組制作費１３６万８，４００円、２点がＪＲ日田

彦復旧方針表明に係るテレビ中継番組制作費６万６千円。この２件をもってですね、

１４３万４，４００円となっております。 
 同じ２７ページ、地域おこし支援事業の中でございます。 
 地域おこし協力隊が成果説明書で９名と書いておりまして、これの内訳と言います

か、年度中途で退任されたり、また、こちらに新規で入られた方の内訳を、そこにお

示しさせていただいております。 
 それとプログラム使用料２９万４，２１３円の内訳でございます。 
 １点がプログラム２セット分の使用料が２１万６７２円、それとコピーのリース代

８万３，５４１円をもって２９万４，２１３円とさせていただいております。 
 続きまして、成果説明書２９ページをお開きいただきますでしょうか。 
 移住・定住対策事業、この中でですね、説明会の折にご質問がございました、移住・

定住事業における問い合わせ件数でございますが、令和２年度問い合わせ数は、約２

０件でございます。その内、空き家バンク利用登録件数が１０件となっております。 
 それと、令和２年空き家バンク新規登録件数ということで、家屋が２件、土地が１

件でございます。 
 なお、その家屋２件については、現在入居済みでございます。以上でございます。 

 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  保健福祉課につきましては、補足説明はございません。 
 委 員 長  住民税務課長 
住民税務課長  住民税務課からの補足説明はございません。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  事前に資料の要求を受けておりました観光プロモーション事業につきましては、４

件でございますが、こちらのほうは資料をお配りしております。 
 その他には、特段の補足説明はございません。 

 委 員 長  建設水道課長 
建設水道課長  建設水道課からの補足説明はございません。 
 委 員 長  災害対策室長 
災害対策室長  災害対策室からの補足説明はございません。 
 委 員 長  教育課長 
 教育課長  教育課につきましても補足説明はございません。 
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 休  憩   
 委 員 長  １０時まで休憩します。 

（９時４６分） 
 再  開  
 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を再開します。 

（１０時００分） 
 委 員 長  日程第３ 認定第１号「令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について」 

 質疑を行います。 
 各課ごとに質疑を行いたいと思います。 
 なお、最終日の総括質疑につきましては、全体及び各課にまたがる質疑のみといた

します。 
 また、各課における答弁で回答が得られない件につきましては、除きますので、特

段のご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 
 最初に、総務課・議会関係の質疑を行います。 
 歳入に関する質疑におきましては、それぞれ所管の歳入費目についてといたしま

す。 
 歳出については、お手元に配布しております、費目ページ一覧表のとおりです。 
 質問者は、最初にページを指定して、質疑を行っていただきたいと思います。 
 なお、質疑については、簡素明瞭にお願いいたします。 
 質疑のある方は、挙手をお願いします。 
６番 髙倉委員 

 ６  番  成果説明書の２５ページ、交通安全対策費の一番下の、高齢者急発進防止装置設置

促進事業補助金ということで、１名の方がこれを、補助金を頂いておるということで

ございますが、これ実質、これを付けるとに金額的にはいくらかかるのかだけを教え

ていただきたいんですが。 
 委 員 長  総務課長 
 総務課長  休憩をお願いいたします。 
 委 員 長  総括質疑の折に、金額については報告してください。 

４番 高橋委員 
 ４  番  成果説明書の１８ページをお願いいたします。 

 １５款２項基金繰入金の１５目のふるさと基金について、お尋ねします。 
 ふるさと納税をされて、一旦この基金に積み立てられ、そこから基金繰入で一般財

源、歳出のほうに振り分けられているかと思いますが。 
 ホームページのほうにもこのふるさと納税の、何に使われたかというふうな部分記

載されております。 
 この令和２年度に関して記載はされているんですけども、例えば、この自然環境・

景観の保全事業へ９２０万２千円、棚田景観保全のための中山間地域直接支払事業へ

活用しました。等々、他にも書いておりますが、この詳細、どの事業に充てられたか

というのを、もう少しお示しいただけますでしょうか。 
 何にこのふるさと納税が財源として使われたか。説明できる範囲でお願いいたしま

す。 
 委 員 長  坂本課長補佐 
総務課長補佐  議員ご質問のとおりですね、一応ふるさと基金から繰り入れたということで、一応

用途別に分けておりまして、自然環境、自然の環境と、それから景観保全ということ

で、おっしゃるとおり、中山間直接支払制度の補助金の裏についている一般財源に対

して、この基金を充てているというような形ですけれども。それがすべてではありま
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せんが、ほとんどがこれに充てているという。 
 その他にもですね、自然環境の保全にもですね、一般財源が充てておりますので、

その分に充当しているというような形になります。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  できれば他の医療・福祉事業、子育て・教育・文化事業、産業振興事業に関しても

お尋ねしたいんですが、また、別紙でもし出していただければ、それを詳細としてい

ただきたいなと。どの事業にどれだけの金額、この財源が使われているのか、という

部分に関しては、別途資料を徴求させていただきたいと思います。 
 それプラスですね、今ご説明がありましたけれども、要は、ふるさと納税の財源と

基本的に一般財源とが、１つの事業の中でミックスされているものなのか、あるいは

もうふるさと納税の財源分が一括財源として充てられているのか、その辺についてお

尋ねします。 
 委 員 長  高橋委員、そのものについても一括して文書というか、一覧の中で表示すればいい

ということで理解していいんですかね。 
 回答、後でということであれば、一括でしてもらいますが。 
総務課長 

 総務課長  後ほど一括で回答させていただきます。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
４  番  先ほどと関連するんですけれども、このふるさと納税の財源にする事業というの

は、毎年、年度初めに決まっているものでしょうか。 
 あるいは、要は、年度末の時点で、どれに充てようかという部分決めているんでし

ょうか、お尋ねします。 
委 員 長  坂本課長補佐 

総務課長補佐  実際この基金を充てるあて先がですね、実は実績ベースでございますので、また、

ふるさと納税含めてですね、年間でどのくらい入ってくるかが実際未定でありますの

で、おおよその予算は組みますけども、入ってきた額に応じてですね、充て方が変わ

ってくるのは確かでございます。 
 ただ、実際村が支出している一般財源、ある事業に対して補助金の補助裏の一般財

源、それについてはほとんど年間変わらないぐらいの額を支出させていただいており

ますので、それにふるさと納税の基金を取り崩して充てるというのは、実際その一般

財源の内側にあるということであります。 
 委 員 長  課長補佐、質問の意図が少し違うのかなと。 

 年度前に計画をしてるんですか、というようなことの質問をされてありますので、

そのことについて答えてください。財源に充てる計画はいつかということの質問です

から。 
坂本課長補佐 

総務課長補佐  失礼しました。 
 実際、当初ではなくてですね、年度末で充てるような形になります。 

 委 員 長  ３番 黒川委員 
 ３  番  成果説明書の３１ページ、緊急経済対策地方創生臨時交付金事業の中でですね、２

６番目の新しい生活様式啓発取り組み支援の広報車１台が購入されているんですね。

これは、どのような活用をされたのか、その効果というものが分かれば教えてくださ

い。 
 委 員 長  総務課長 
 総務課長  お尋ねの件は、電気自動車のリーフを購入しております。 

 ボディとボンネットに大きく「とほっぴ」のマスクをしたものとか、新型コロナウ
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イルス対策のための広報活動ということで、主に村内巡回若しくは調査会行き来する

等でですね、非常に目立つ車両、デザインとなっておるようですので、その辺りで広

報活動をさせていただいております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  再び成果説明書の１８ページをお願いします。 

 １５款２項基金繰入金の１４目合併振興基金について、お伺いします。 
 これにつきましても、何の財源に充てられたのか、細かな部分は結構なので、大ま

かな部分でご説明をお願いいたします。 
 委 員 長  坂本課長補佐 
総務課長補佐  合併振興基金の繰入金でございますけども、利息も含めてですね、元金のほうにも

手を付けて、基金の、これはですね、合併振興の、合併の際にですね、１０年間こち

らの基金を貯めていきながら、果実部分だけを使ってきました。 
 その後、１０年を過ぎてですね、元金にも手を付けていいということでございまし

たので、その目的に合わせてですね、合併振興基金の分を取り崩して、今回は２，０

００万と９３万ほどをですね、これに充てているということでございます。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  その財源が何に使われたかというところでお尋ね、確認でもう一度させていただき

ます。 
 どういった事業にこの基金が充てられたのか、お尋ねします。 

 委 員 長  坂本課長補佐 
総務課長補佐  失礼しました。 

 先ほど議員おっしゃるとおり、基金のそれを充てた事業のあて先ですね。 
 まず、農山村活用の事業ということで、ライスセンターの管理費、これが５５５万

でございます。 
 それから、美しい村づくり事業ということで、これは数が多ございますけども、例

えば、作業の労務班の賃金だったり、労務班の使った燃料費でとすね、それから、美

しい村づくり事業という形で、景観を良くするための草刈り事業というふうな形で、

約８００万ほど使っております。 
 それから、林道の維持補修ということで、林道の補修工事等ですね、重機を使って、

重機をリースをして、そのリース代をお支払いしているという形で、これが約３５０

万ほど。 
 それから、生涯学習活動ということで、小石原の夏祭りの補助金に４０万円、それ

から、観光の関係事業ということで、宝珠山ホタルを育てる会の助成金、観光プロモ

ーション事業等で１８５万ほどですね。 
 それから、東峰テレビ１０周年記念がありましたので、この番組制作費ということ

で１３６万ほどを支出しております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  最初のほうにあげられたと言いますか、基本的に通年事業といわれる部分にこの財

源充てられているかなと思われますが、今後もこの合併振興基金を活用されて、この

事業が継続されていくという部分の考えでよろしいでしょうか。 
 委 員 長  総務課長 
 総務課長  議員ご発言のとおりでよろしいかと思います。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果説明書の５７ページ、Ｇ空間防災システムのことをちょっと聞きたいんです

が。 
 これを取り入れることによって、どういったメリットというか、効果が出るんでし
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ょうか。 
 委 員 長  総務課長 
 総務課長  概要といたしまして、いろんな端末からの情報共有ができるというところが利点で

ございまして、持ち運べる機材をもってですね、例えば、災害発生の現場の状況を即

共有化して、情報を伝達するというところが概要としてございます。 
 委 員 長  ないようですから、住民税務課に移ります。 
 休  憩  
 委 員 長  １０時３０分まで休憩します。 

（１０時１７分） 
 再  開  
 委 員 長  休憩前に引き続き、住民税務課の質疑を行いたいと思います。 

（１０時３０分） 
 委 員 長  所管のページはお手元に配布しております、費目ページ一覧表のとおりです。 

 住民税務課への質問はありませんか。 
５番 長澤委員 

 ５  番  成果説明書の３４ページ、国勢調査の件ですが、今度からネット入力で行われてお

りますけれど、全体の調査の中でネット入力のパーセンテージは、どれぐらいかとい

うのは把握しているんでしょうか。 
 委 員 長  住民税務課長 
住民税務課長  国勢調査のネットでの回答につきましては、１８２世帯ありまして、２６％程度あ

っております。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果説明書の３８ページの特別定額給付金事業で、交付金として国から２，５８０

万円入っておりますね。これは、村民１人当たりに給付されたわけでございますが、

その後の村民の方の、どういうふうに使われたかとか預金になったとか、そういうあ

れはまだ把握はしていないんですか。 
 委 員 長  住民税務課長 
住民税務課長  特別定額給付金のですね、給付後の使途については調査を行っておりません。 
 委 員 長  他にありませんか。 

 ないようですから、質疑を終結します。 
 教育課へ移ります。 

 休  憩  
 委 員 長  １０時４０分まで休憩します。 

（１０時３２分） 
 再  開  
 委 員 長  休憩前に引き続き、教育課の質疑を行います。 

（１０時４０分） 
 委 員 長  所管のページはお手元に配布しております、費目ページ一覧表のとおりです。 

 教育課の質疑はありませんか。 
６番 髙倉委員 

 ６  番  成果説明書６１ページ、公民館施設費ということでお伺いします。 
 これは、金額ではないんですけども、先日の一般質問でチラッと聞いたんですけど、

トーキコーディネーターの会社が伝産館から中央公民館のほうに移っていると思い

ます。 
 これは、教育課と農林観光課では話をされたのか、それをお伺いします。 

 委 員 長  教育課長 
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 教育課長  教育委員会と農林観光課とは協議と言いますか、話し合いは行いました。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  話し合いは行いましたということでございますが。 

 あそこは元々教育委員会ずっととして、管理して、ほとんど教育の場としてあった

わけなんですよね。それが、今度ちょっと変わったと言ったらいかんですけど、地域

商社が入るということでは、ちょっとなんか違うかなと自分は考えるんですけど、そ

このところ、これは、それこそ村長でも課長でもよございますので、総務課長でもよ

ございますので、どういう経緯でそういうふうになったのか、そこのところをお伺い

したいと思います。 
 委 員 長  総務課長 
 総務課長  ７月の上旬辺りに、伝統産業会館の事務室の一室では非常に手狭で、事業展開にあ

たり、今公民館、小石原公民館のほうを、これは平成２５年ぐらいまで公民館事務所

として使われておったところ、今、外観から見れば空いているというところで、陶器

組合のほうよりお話がありましたようで、農林観光課経由で管財と言いますか、財産

管理のほう。当然、その後に教育委員会とも協議を行いましたが、初めに農林観光課、

それ以前に陶器組合のほうから協議がありまして、この施設利用というような形にな

っております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  成果説明書の６０ページをお願いします。 

 １０款２項１目学校管理費のギガスクール整備事業並びにタブレット、iPad と書

かれている部分です。 
 今回全生徒に、児童にわたる iPad 分の購入という形で聞いておりますが、全体で

この iPad が何台になったかという部分と、この iPad の耐用年数、大体どれくらい

で見込んでいるのか、お尋ねします。 
 委 員 長  教育課長 
 教育課長  タブレットの台数は１４５台です。 

 年数は、正確ではありませんけれども、５年程度だと伺っております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  この事業に関しては国庫補助と言いますか、国からの事業でされていて、基本的に

は村の支出分というのが、かなり限られた状況で行われたかと思います。 
 この１４０台近くを一気に導入されていますので、何か不具合が生じてくる時期が

重なってくるのかなと思います。そういった更新時期等々、導入したばかりですぐ考

えるのかと言われるかもしれませんが、検討はなされているのか。 
 あるいは故障したときの対応、もちろん過失等々、機器の不具合等々いろいろある

かと思いますが、どういったふうになっているのか、大まかにご説明お願いいたしま

す。 
 委 員 長  眞田係長 
教育課係長  台数に関しましては１４５台で、こちらの台数の補助の上限と言いますのが、元年

度の５月１日の児童・生徒数になっております。 
 今現在１３５名だったと思いますので、そこで若干人数が減ってきていますので、

その分で対応できるのではないかと思っております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  余り台数があるということで、何か故障等の対応ができるということかなと思いま

す。 
 それに加えて、やはり耐用年数というのが大体決まっているもので、精密機械とい

うこともあって、やはり５年を過ぎてくる程度になると、何か不具合が生じやすくな



9 
 

るかなと思います。 
 そういう更新等々は、現状のところ考えているのかどうか、最後にご質問いたしま

す。 
 委 員 長  教育長 
 教 育 長  更新の時期が来ましたらそのような対応を、予算をお願いして、また少しずつ入れ

替えさせていただくという形になると思います。 
 時折国のほうからの補助が、たまに臨時の補助が来たりするもんですから、そうい

った場合にはそれを充てて、対応していきたいと考えております。 
 できるだけその辺を利用しつつ、ただ、やっぱり村の備品という形にもなりますの

で、年数が経てば、恐らく見通しとしては、村のほうからも予算化していく必要があ

ろうかと思っております。以上です。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  同じくギガに関連することです。 

 これを取り入れることによってですね、子どもたちにどういった教育効果、それと

子どもたちの学習に取り組む意欲等にですね、どういった効果とかが表れるかとい

う、考えられますか。 
 委 員 長  教育長 
 教 育 長  教育効果については、もうかなり全国的にも進んでおります。本校でもオンライン

の授業がいつでもできる状況になっています。 
 また、普段の授業におきましても、ＩＣＴ機器を活用して、大型画面に一人一人の

考えを映し出す。そしてグループで話し合いをする。そういったことをやったり、そ

れから、個別最適化と申しまして、子どもの理解の習熟度に応じた問題を選んで、も

うＡＩが選んできます。それに応じて子どもたちが、次はこっち、次はこっちとかい

う形で、そのレベルに応じた学習ができるようになっております。 
 実際、今、それを運用しておりまして、結論から申し上げまして、非常に興味、関

心が高まっています。それから、学習に対する意欲、意欲も高まっています。 
 ただ、弊害として、これは、もう全国的に指摘されているのは、目ですね。視力の

低下、この辺りをどのように防いでいくかということが懸念材料ではあります。 
 ただ、全般的にＩＣＴを使うことによって、非常に効果が表れているということは、

本校だけではなくて全国的にも、また、北筑後管内でも言われていることでございま

す。以上です。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  先ほどと同じく１０款２項１目学校管理費の中のＩＣＴ支援員について、お尋ねい

たします。 
 このギガスクールのほうが始まって、このＩＣＴ支援員さんの活躍度合いは高まっ

ているかと思います。 
 なかなかこのＩＣＴ支援員さんが来られる日であったり、時間というのは限られた

中かと思いますが、このＩＣＴ支援員さんが、こういうことをされる方が少ない状況

なので、これぐらいしか時間が割けないのか、あるいは予算面の問題でこの時間しか

来ていただけてないのか、どういった状況なのか、お尋ねします。 
 委 員 長  教育課長 
 教育課長  ＩＣＴ支援員の予算の件ですけれども、予算は一応ありました。 

 ただ、先生の都合で、なかなか先生がいらっしゃらない。または、いるけれども、

来ていただけないというのが現状でありました。以上です。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  このＩＣＴ支援員の先生というのは、特殊な何か資格等々は必要なものなのか。あ
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るいは学校の教諭を退職された方じゃないと駄目なのかとか、ＩＣＴ支援員という立

場を行うにあたって、何か決まり等々があるのか、お尋ねします。 
 委 員 長  教育長 
 教 育 長  その辺り詳しくは私も存じ上げませんが。 

 現在、東峰村で来ていただいている支援員さんは、そういった情報教育に非常に長

けた退職された方、校長先生を退職された方が１人、もう１人は、一般のそういった

ＩＣＴ機器に非常に、そういう企業にお勤めの方で、その方を１人ずつ契約して、来

ていただいています。 
 資格については、もう恐らくそういった資格をお持ちだと思います。私、確認した

ことはないんですけど、実際にそういった設定とかプログラミングの学習をするとき

の補助で付いてもらったりとか、かなりそういうふうなＩＣＴ機器の利活用面では、

もうスペシャリストの方であるということを、一応申し上げておきます。以上です。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  素晴らしい方々が来ていらっしゃるのかなと思います。非常にありがたいことだと

思います。 
 学校現場の現状として教員の方々がですね、やはりだいぶ慣れては来ているとはい

え、設定等々でなかなか大変なのかなというのが想像がつくんですけれども。 
 プロフェッショナル中のプロフェッショナルが必要なのか、あるいはもうサポー

ト、設定等々を気軽にサポートできるような方々のほうが、ひょっとしたら必要とさ

れているのかなと思います。 
 そういった部分は教育委員会等々で採用の仕方と言いますか、あり方、ＩＣＴ支援

員のあり方というのは検討されているのか、最後にお尋ねします。 
 委 員 長  教育長 
 教 育 長  やっぱり現場の意見、こういうふうなことをしたいという要望を聞いて、そして、

それに対応できる方を人選していくというところが、一番の運用の仕方です。 
 ですので、基本的に超スペシャリストまでは、そこまでは望まなくてもいいという

ところで、設定とか聞きたいときにすぐ聞けるような方、それから詳しい方、また、

ＩＣＴ機器、そういった企業で勤めてある方なら、非常にそういう細かいことまでで

きますので、その方を両面、授業で使える方、実際に利活用で使える方、この２人が

いらっしゃればいいかなということで学校から聞いておりますので、そういう形で現

在は対応しております。 
 恐らく今後もこういう形で、しばらくはいいのではないかなと思っております。以

上です。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  文化財のことを尋ねます。 

 成果表の６３ページ、文化財事業費の中で、真ん中辺の天然記念物研究調査報告書

作成と印刷委託料が３１２万３，９７７円上がっています。これの印刷先とかの明細

は分かりますでしょうか。 
 委 員 長  内野主事 
教育課主事  印刷先はですね、まず、報告書の作成についてお願いしている、佐賀のとっぺんさ

んという会社があるんですけども、そこの契約の中で印刷製本費まで含んで契約をし

ておるところでございまして、印刷にかかる金額としましては４９万５千円となって

おります。以上です。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  同じくこの天然記念物研究調査についてですが、報告書も作成というところまで来

て、今後の展開がどういうふうに、この埋蔵樹木自体が展示等々であったり、今後村
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としての取り扱いされていくのか、方針のほうをお尋ねいたします。 
 委 員 長  内野主事 
教育課主事  まず、昨年度ですね、報告書のほうを作成いたしまして、今年度に入りまして、意

見具申と言いまして、国の天然記念物に指定をしていただくようには、文化庁に対し

て意見具申と言いまして書類を提出しております。 
 それが８月内で受理されましたので、今後の流れといたしましては、国の専門委員

会等を経まして、そこで承認されれば国の指定になっていくというふうな流れになっ

ております。 
 今後の活用といたしましては、もう現地につきましては、災害復旧の関係で原状復

帰をしておりますので、現地では見学ができないという状況になっておりますので、

既に取り上げております埋没樹木ですとか地層の剥ぎ取りをしておりますので、そう

いったものを活用した展示等を考えていきたいと思っております。以上です。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  文化財のですね、今後の、松尾城とか次郎坊・太郎坊、これのどういったふうに文

化財として取り扱われていくのか。次郎坊・太郎坊もたぶん整備がほとんど終わった

のかなと思っておりますが、松尾城に関してもですね、毎年の草刈り、これがやっぱ

り必要だと思いますので、適宜やっていだきたいと思います。 
 特に草刈りの時期ですね、あれが梅雨明けに刈ると、次の夏までほとんど伸びてこ

ないような記憶があるんですよね。そういう全般的なことをお願いします。 
 委 員 長  内野主事 
教育課主事  松尾城の草刈りの件に関しましては、ご指摘いただいたような形で、年２回ほど計

画をできればいいかなと思っておりまして、次郎坊・太郎坊につきましては、令和元

年度に剥離しかかっておりましたので、それをアンカーボルトを打ち込んで、落ちて

くることがないようにしております。 
 今後につきましては、次郎坊・太郎坊については、次郎坊・太郎坊の上部にありま

す樹木ですね、そちらの根のほうの浸食があって、石が割れているということもあり

ますし、逆に、その樹木があるおかげで日差しが直接当たらずに、冬の間はですね、

温度差が少なくなっておりますので、その辺りを慎重に見極めながら、より皆さんに

ですね、見ていただきやすいような活用を検討をできればと思っております。以上で

す。 
 委 員 長  ないようですから、保健福祉課に移ります。 
 休  憩  
 委 員 長  １１時１０分まで休憩します。 

（１０時５９分） 
 再  開  
 委 員 長  休憩前に引き続き、保健福祉課の質疑を行います。 

（１１時１０分） 
 委 員 長  所管のページはお手元に配布のとおりであります。費目ページ一覧表のとおりで

す。 
 保健福祉課の質疑はありませんか。 
６番 髙倉委員 

 ６  番  ３７ページと４０ページ、なんでかと言うと、障害者福祉費の中で福祉タクシーと

いうのがあります。これと、この４０ページの高齢者外出支援タクシーということが

あります。これはタクシー券と理解していいのか、また、この上のほうのですね、福

祉タクシーのほうは、金額はどのようになっておるのか、そこをお伺いしたいと思い

ます。 
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 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  先ほどおっしゃられた福祉タクシーと、それから４０ページの高齢者外出支援事業

につきましては、いずれもタクシーの補助として捉えます。 
 それから、金額につきましては、高齢者と同じで、利用券１枚につき福祉タクシー

は５００円となっています。年間同じく１２０枚の交付となっています。 
 決算書の３９ページをご覧ください。 
 ３款１項７目障害者福祉費の１９節扶助費の中の、一番下の福祉タクシーというと

ころで、７７万５００円と決算額はなっております。以上です。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  ３７ページの福祉タクシー、重度の障害者へのタクシーということでございます

が、これは、２級以上の方ですか。それとも１級の方だけですか。 
 それともう１つ、続けてお伺いしますけど、例えば、高齢者外出支援のところでも、

今、高齢者の方が、体が悪くなって障害者手帳を持たなくても、本当に体の悪い方も

おられると思います。 
 そういった方とは別、やっぱり障害者手帳を持っているから、この重度のほうで使

えるのか、そこのところをお伺いしたいと思います。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  障害の福祉タクシーにつきましては、身体障害者手帳の１級、２級の所持者の方、

それから、療育手帳のＡ判定の所持者の方、それから、精神障害者保健福祉手帳１級、

２級所持者の方となります。 
 高齢者の外出支援タクシーとの併用につきましては、基本併用はできずに、高齢者

の方でもこういった該当の障がいのある方につきましては、福祉タクシーでの対応と

なります。 
 委 員 長  ２番 梶原委員 
 ２  番  成果説明書の３８ページ、集落支援員に係る活動経費のことについて、お尋ねしま

す。金額ではなくて内容ですね、５名の方たちがなさっている活動内容。 
 これによると決算書もその中が分かりません。草刈りなのか道路清掃なのか草むし

りなのか、買い物の代行なのか病院に連れて行く代行なのか、そこら辺のことをお尋

ねします。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  集落支援員の方の活動内容についてですが、その方のニーズに応じて活動を行って

おります。 
 主には、もちろん日常生活の相談もそうなんですけれども、簡易な家事であります

とか、それから、家周りの草を取ったりとか清掃だとか、そういったことを行ってい

ただいたりすることもあります。 
 それから、文書等が役場なり外部から来た場合に、何が書いてあるか分からないと

か、そういった内容を読んでいただいて、役場ですとか関係部局に繋いでいただいた

りとか、行っていただいております。 
 あと買い物支援につきましても、ご本人を乗せて行ったりすることはできないんで

すけれども、近隣で歩いて行ける場所に一緒に、ご本人が望む場合ですね、付き添っ

ていただいて、一緒に買い物を手伝っていただいたりする場合も、その方によっては

あります。以上です。 
 病院の受診につきましては、原則行わないことにしております。 

 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  ３７ページ、保健福祉センター管理費の中で、職員さんがですね、コロナ禍の中で

時間短縮とかなされて、出勤時間が、恐らくかなり以前よりも少なくなっていると思
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います。 
 この方たちのですね、給料体系は十分分からないんですけど、報酬が以前と少なく

なるのか、以前と変わらないのか、そこのところを教えていただきたいと思います。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  いずみ館の職員の皆様につきましては、開館時間は短く設定はしておりますが、そ

の中で、通常の勤務時間７時間の中で時間を調整して、外部の方の対応だけではなく、

掃除ですとかですね、いずみ館内部若しくは外回りの手入れ等の対応をしていただい

て、給与等については、特に変えていないところです。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  ４４ページ、母子保健事業費の中の一番下、子育て支援団体補助金というのがござ

います。これは、どのような団体であるのか、どのようなことを行っているのかをお

聞きしたいと思います。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  ４４ページの子育て支援団体の補助金を行っている団体につきましてが、令和２年

度につきましては、そいびーんずという子育て支援団体の方に補助金を交付しており

ます。 
 この方たちにつきましては、子育てに関する情報提供とか、それから、学習会の機

会を作っていただいたりとか、それから、交流の機会等を作って、子育て中の親御さ

んに対してご案内をしたりとか、コロナ禍でお会いできない方につきましては、必要

なものを配布していただいたりとかですね、そういった活動を行っていただいたとこ

ろです。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  ただ今の質問の関連質問なんですけれども。 

 令和３年度この事業を利用されていないと聞いております。その原因がなぜなの

か、担当課が把握しているところでの見解をお願いします。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  令和３年度につきましては、おっしゃるとおり、まだ補助金の申し出はあっており

ません。 
 その原因について、詳しくまではおっしゃっていただけてないんですけれども、や

はり皆さん、当初、このそいびーんずさん、中を取りまとめてくださってた主な方た

ちが、やはり忙しくなられたりとかですね、あとは補助金の中身とかについて、再度

団体の中でこの事業を本当にやっていっていいんだろうかというのを、もう少しよく

考えたいというようなご意見をいただきまして、今のところ令和３年度につきまして

は、申し出があっていないところです。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  別の質問をさせていただきます。 

 成果説明書の２８ページお願いいたします。 
 ２款１項２８目まち・ひと・しごと創生事業費のウォーキングマイレージ事業につ

いて、お尋ねします。 
 多くの議員の皆様から、このウォーキングマイレージについては、度々ご質問が上

がっておりますが、今回９月の補正予算の中でもシステム改修委託が上がってきてお

ります。 
 総括する意味合いで、この文書もあげていただいておりますが、結局のところこの

ウォーキングマイレージ、現状のやり方をそのまま継続するという意味合いでよろし

いでしょうか。 
 委 員 長  保健福祉課長 
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保健福祉課長  現状健康づくり等に効果があっていると理解しまして、継続していく意向でおりま

す。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  なかなかこのウォーキングマイレージ事業と生活習慣の改善であったり、病気の予

防という部分の数値化というのが難しいのかなと思うところで、この歩数との関連性

であったりする部分が、どうしても把握しづらいという部分の観点でお聞きいたしま

すが。 
 現状のやり方で、この部分という今後も解消されてるのか。要は、健康管理の部分

を今の現状のやり方のままで、保健福祉課としては把握していける見込みがあるのか

どうか。 
 現状でも出てきているデータがですね、あまりちょっと予測、観測的なデータしか

出てきていませんので、今後もこういう形で、とても利用者の方には好評という部分

は理解できています。 
 ただ、健康との関連面というのが、より把握できたほうがいいなという希望的な部

分で質問しております。 
 今後も、なかなか現状で把握してないままのやり方で続けていくのが正しいのかど

うか。その現状のままを続けていて、詳しい健康データが分かるのかどうか、お尋ね

します。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  確かにこの間お渡しした資料だけでは、成果があったと言えない部分も多いかと思

います。 
 まだ、詳しくですね、十分に検証できてないところがある、というのは事実でござ

います。 
 結果的に医療費等に成果が表れて、医療費が下がっているということ、生活習慣病

に関連する医療費が、占める割合が下がっているというのは間違いないし、これに関

してウォーキングマイレージが関わっているということは言えると思っております。 
 今後、皆さんが納得いただけるようなデータの出し方等は、再度検証していかなく

てはいけないと思っておりますが、ただ、今この場で具体的な、こういう形でやりま

すということはお示しできませんので、早急にその内容は、今年度中に検討していき

たいと思っております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  システム改修に今度あたるということで、それに関しては補正予算のほうでお聞き

はしますが、恐らく健康面と結び付けていきたいという理念をお持ちなのかなという

のは、重々承知しておりますが。 
 例えば、今、歩数しか把握してない以上のことを、何かバイタルチェックに係る部

分であったり、そういった部分までの飛躍と言いますか、そういった部分は今検討さ

れているのか。あくまでもこの歩数を把握していくことだけが、このウォーキングマ

イレージの目標なのかどうか、お尋ねします。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  もちろん一番これで分かる明確なのは、もう歩数だけです。 

 それに伴って、他の生活習慣がどうなっていったのかとかですね、歩数だけで見れ

ない部分があります。 
 同じ歩数でも高齢者の方たちとか、あと、今、Ｆｉｔｂｉｔと万歩計とありますけ

れども、それの両者の違い。一概にその両者を使ってある方を比べられないところも

ありますので、それを見ながら評価していくことも必要かなと思っております。 
 もっと詳しい参加者の方の意識調査というか、生活習慣がどんなふうになっていか
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れたのかということなども、今後詳しく調査していって、それが生活習慣とか健診結

果にどう結びついていっているのかということなども、検証していく必要があると思

っています。 
 委 員 長  高橋委員、回答はそれでいいですか。バイタル的な話は、その話は何も答弁の中に

ないけど。 
 保健福祉課長、その範囲まで答えてください。 
保健福祉課長 

保健福祉課長  質問に質問で申し訳ございません。 
 バイタルというのは、例えば心拍数ですとか血圧とか。 
 そうですね、そういったこともですね、含めて見れたらとは思うんですけど、ちょ

っとこのウォーキングマイレージだけでは見ることは難しいので、健診結果とかで見

ていかないといけないかなと思っております。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  同じくウォーキングマイレージのところの、使用料でビジネスクラスＣタイプ年間

使用料が１０５万６千円上がってますが、これは、この下の２つの万歩計型活動量計

とリストバンド型活動量計の使用料のことでしょうか。 
 委 員 長  保健福祉課長 
保健福祉課長  こちらに、ビジネスクラスＣタイプにつきましては、このウォーキングマイレージ

のシステムと言いまして、全体の歩数とかを管理したりする、参加者の方の歩数とか

を管理したりする大元の機器のことでございます。 
 万歩計とは、またそれに反応して使う端末ということになります。 

 委 員 長  ないようですから、質疑を終結します。 
 引き続き、認定第３号「令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

について」 
 質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （質疑なし） 

 委 員 長  ないようですから、質疑を終結します。 
 認定第４号「令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について」 
 質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （質疑なし） 

 委 員 長  ないようですから、質疑を終結します。 
 散  会  
 委 員 長  これをもちまして、本日の審査は終了します。 

 明日１４日は、午前９時３０分から開会します。 
 本日は、これにて散会します。 

（１１時３１分） 
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 開  会  
 委 員 長  おはようございます。 

 ただ今の出席委員数は、９名です。 
 定足数に達していますので、決算審査特別委員会を開催します。 

（９時３０分） 
 委 員 長  議事日程は、お手元に配布のとおりです。 
 日程第１  
 委 員 長  日程第１ 認定第１号「令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について」 

 昨日に続き、質疑を行いたいと思います。 
 企画政策課関係の質疑に入ります。 
 所管のページはお手元に配布しております、費目ページ一覧表のとおりです。 
 質疑のある方は、挙手をお願いします。 
６番 髙倉委員 

 ６  番  成果説明書の２５ページ、地域交通対策費の中で、杷木・宝珠山・小石原間の定期

バス運行赤字補填ということで、１，３００万ほど上がっております。 
 これ平日７往復、土日・祝日が６往復ということでございますが、近年ですね、乗

車率のアンケートというか、そういったものを調査したことがあるのかを、まず伺い

たいと思います。 
 委 員 長  企画政策課長 
企画政策課長  乗車率のアンケート自体は取っておりませんけども、乗車人数等はですね、西鉄バ

スのほうから毎月報告があってございます。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  西鉄バスのほうから報告はあっておるということでございますが、私も見るだけな

んですけども、本当に乗ってないというか、乗車してないバスが本当に多いわけなん

ですよね。 
 もしこれが時間帯で、そのとき、そのときで乗車する村民の方もおられるとは思い

ますが、ある程度絞って、この件数というですか、往復を減らせば、この赤字補填が

少しは少なくなるのかなと、自分勝手に思っているんですけど、そこのところはどん

なもんでしょうかね。もし本数が減った場合に、赤字補填が減るのかどうか。 
 委 員 長  企画政策課長 
企画政策課長  確かにですね、運行に要した経費の赤字部分だろうと思いますけども、その辺はで

すね、利用者のご意見とかですね、そういったものを踏まえて、本当にどういった形

が一番良いのかを、今後今年と来年とかけ地域交通の計画を練りますので、そういっ

た中にも盛り込んでですね、検討させていただきたいと考えております。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果説明書の５２ページ、日本で最も美しい村の関連ですが、これに加盟してもう

何年かなるわけですが、この美しい村連合に加盟して、一番の村としてのメリットと

いうのは、どう感じておりますか。 
 委 員 長  泉係長 
企画政策課係

長 
 美しい村連合にですね、加盟、東峰村として、しておりますけれども。 
一番のメリットとしては、やっぱり美しい村というですね、イメージ戦略、観光面

とか特にそうですけれども、東峰村をきれいなところだと思ってもらえる。全国的に

も世界的にもですね、思ってもらえるというところが一番のメリットではないかと考

えております。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  成果説明書２９ページ、この移住・定住対策事業の中で、この間説明の中の詳しい
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資料をいただいたんですけど、ちょっとこれでさせていただきます。 
 下のほうでですね、空き家バンクの登録件数と登録状況というのがあります。 
 この中で、土地１件、土地４件というのがあります。これは、例えば、家を建てら

れるのか、ただの農地なのか、そこのところを教えていただきたいと思います。 
 委 員 長  室井主事 
企画政策課主

事 
 空き家バンクに関する空き地４件になるんですけども、それに関してはですね、家

も建てれるようなことになっております。以上です。 
 委 員 長  ３番 黒川委員 
 ３  番  関連ですけども、空き家バンク登録申し込みがですね、ここでは２件ですけども、

こっちのほうの資料では、問い合わせ件数が約２０件で、空き家バンク登録件数が１

０件ということになっていますけども、一番重要なのは、やっぱり住宅の確保だろう

と思うんですね。 
 この空き家だけに頼らずにですね、他のことをお考えになっているというようなこ

とはありませんか。 
 委 員 長  村長 
 村  長  空き家がありますけれども、やはりなかなか入れるような状況ではないというとこ

ろもありますし、公的な住宅につきましては、ほとんど満杯状態でございます。 
 そういった中で、やはり若者向けの住宅等も足りませんし、やはり村営住宅に１人

で入っていても広すぎるとかですね、いろんな話を聞いております。 
 そういった中で、やはり村で住宅を手当てするというのは、なかなか相当なお金が

入ります。中原団地は約４億以上かかっておりますし、宝珠の郷の前の小松団地では

ですね、それでもやっぱり２億円ぐらいかかるということで、そういったこともあり

ますので、今後ＰＦＩ方式、つまり民間の力を借りてですね、建設をしてもらい、そ

れを借りるような形で、東峰村としてはやっていったほうが、経済的にと言いますか、

負担が少なくなるのではないかと考えております。 
 そして、何を言いましても、ワンルームみたいなですね、住宅がやっぱり必要だと

感じています。 
 役場の職員につきましても、もう半数がですね、村外からの通勤ということになっ

ておりますし、そういった中で、緊急事態、防災も含めてですね、そういったところ

の対応が、やはりこれから取れなくなると思っております。 
 職員住宅も整備する必要があると思いますし、また、村外から若い方が来られても

ワンルーム、ワンルームと言っても結構広めのですね、結婚して子どもさん１人ぐら

いまでは、無理をすれば生活できるような、ちょっと広めのワンルームあたりを考え

ていかなければならないかなと思っております。 
 いずれにいたしましても、役場、今、災害復旧等でお金も相当要っておりますので、

民間の力を借りた、そういったＰＦＩ方式でやっていければいいのかなと、そういう

ことを考えております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  関連です。 

 移住・定住対策についてなんですけれども。 
 空き家バンクに関してですが、基本的に空き家に、借りる若しくは購入するという

ことで、集落に定住する形になるかと思います。 
 そういう場合に、要は、空き家バンクを経由して、購入若しくは借りるという場合

においては、誰が、どういう形で、集落の方々と話を繋いでいるのか、それについて

の説明をお願いいたします。 
 委 員 長  企画政策課長 
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企画政策課長  外部から移住した場合はですね、まず、その地区の区長さんあたりに間を取り持っ

ていただくというかですね、そういうお願いで、こちらのほうもですね、そういった

支援金等を用意してですね、地区での懇親を図るようなのも東峰村独自の補助として

申し込んでおりますので、創設しております。 
 集落ふれあい奨励金というような形でですね、こういったものを大いに活用してい

ただきたいと考えております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  区長さんとお繋ぎになるということですが、さらに、住むのは区長さんがいる集落

であればいいんですけど、まだ違う集落になりますので、そういった方々との繋ぎは

区長さんに一任しているということでしょうか。 
 委 員 長  企画政策課長 
企画政策課長  区長さん、若しくは小組合長さんとかですね、最寄りの代表の方ということで、広

く捉えていただければと思います。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  集落によっていろんなしきたりが、文化、習慣等々があるかと思います。 

 特に生活空間を共有しますので、何かしらか、特に都会で住まわれていた方が、こ

ちらの村落に入られるパターンが多いかと思います。 
 もし、そういったトラブル等々、私の耳にも少し入ってきた部分がありますが、そ

ういうトラブルがあった場合に、役場としてなのか、若しくは何か第三者の方がそう

いうふうな取り持ちということをされる機能が、今、現時点であるのかどうか、最後

にお尋ねします。 
 委 員 長  企画政策課長 
企画政策課長  そうですね、かなりやっぱりそういった、都会から違う環境に置かれましたらです

ね、いろんなしきたりが違ったりとか、そういう問題が生じることもあろうかと思い

ます。 
 村としてはですね、一応貸す側の家主さんと入居される方あたりで、解決してくだ

さいよという形を取らせていただいております。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果説明書の３０ページの２２の移動スーパーですが、利用されている方のです

ね、声と今後の事業展開をお尋ねします。 
 委 員 長  和田係長 
企画政策課係

長 
 昨年実施をしておりまして、アンケート等見ますと、近くで買い物ができれて、集

落の皆さんとなかなか顔を合わせなかったんですけれども、コロナ禍でできなかった

んですけれども、それで会うことができた。自分で見て選べるということで、非常に

良いアンケート結果が出ております。 
 今後の見通しとしてはですね、８月末に車両が届きました。そして、今調整をして

おりまして、１０月の中旬からですね、開始できるよう進めておるところでございま

す。以上です。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  関連でお聞きします。 

 １０月頃から始めるということでございますけど、実施するのはどういった方なん

でしょうか。 
 委 員 長  和田係長 
企画政策課係

長 
 今、計画しておるところはですね、今までの実証実験を行っていただいたふるさと

村がですね、保健衛生関係の許可を持っておりまして、そこに委託をしたいというふ

うに、今、進めておるところでございます。 
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 委 員 長  ないようですから、農林観光課に移ります。 
 休  憩  
 委 員 長  ９時５５分まで休憩します。 

（９時４５分） 
 再  開   
 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 （９時５５分） 
 委 員 長  農林観光課の質疑を行いたいと思います。 

 所管のページはお手元に配布しております、費目ページ一覧表のとおりです。 
 農林観光課への質問はありませんか。 
６番 髙倉委員 

 ６  番  成果説明書３２ページ、税務総務費の中の上のほう、ふるさと納税のところでお聞

きしたいと思います。 
 ２年度の納税額が１億４７９万ほどあります。それで、この返礼品代が３，４９０

万ほど、ふるさと納税業務委託料で１，４００万、合計すると５，９００万ほどなり

ます。 
 実質ですね、村の中に実質入った金額はいくらになるのか、そこを教えていただき

たいと思います。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  その３２ページですね、ここのふるさと納税謝礼品代、これ返礼品代ですけれども、

それと送料を含めまして、そこにある数字の金額。それから、業務委託料がそこにあ

る金額でございますが、これを足すと４，９００万ぐらいなるかなと思います。 
 基本的には、残りはですね、２０万ぐらいの印刷費を活用していますので、５，０

００万ちょっとが実際に村に入った金額になります。 
 総務省のほうから５０％以内と。経費にかかる寄附金額の５０％以内という制限が

ございますので、それ以内で抑えておりますので、村に実際に入った金額につきまし

ては、ちょっと正確にはあれなんですが、５，０００万弱ということになっておりま

す。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  ４７ページ、農山村活性化事業費の中で、ライスセンターのことですけども、先日

の全協の中でもちょっと申し上げましたが、今年は苗をですね、間違って配布してい

るということで、村民の方から電話があって、「これはどうかならんとか」と。要す

るに補償とかないとかというような話を聞いたんですけど、それは、担当課としては

どこまで把握しているのか。また、今後どのようにしていくのか、そこをお聞きした

いと思います。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  そういうことがあったということでお伺いはしておりますが、じゃあ、この後どう

いう対策を立てて、ライスセンターさんとしてどういった対応を行うかというところ

まで、ちょっと自分たちが入って打ち合わせというか、協議をまだしてない段階でご

ざいますので、その辺りは役員会等が開催されておりますので、その中でライスセン

ターのほうに確認をさせていただきたいと思います。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  成果説明書の４７ページをお願いいたします。 

 ６款１項１８目農業振興基金事業費についてですが、どちらかというと、この基金

についてなんですけれども、毎年わずかながら利息が付いているかと思います。 
 令和２年度についても３１万か３０万近く利息が、この基金の運用益と言います
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か、付いているかと思うんですけれども。 
 それが、この基金を創設してからもうかなり年数が経ってきておりますが、それの

要は、分配が、各集落営農に分配が決まって以降の積み上がった利息という部分の取

り扱い、一体どうなるんでしょうか。お尋ねします。 
 委 員 長  副村長 
 副 村 長  基金の取り扱いにつきましては、利息の分ですね、については、基本的に配分した

額が利息分含まれてないということでございます。 
 最終的に、いつまでこの基金を使うかという判断もございますが、再配分を行うか、

また、基金の終了とともに一般会計に入れるなりの判断をすることにはなると思いま

すが、現状では、まだ決定はしていないということでございます。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  ５０ページ、トーキコーディネーター事業費の中で、工事費で、伝産館を１，００

０万ほどかけて改修工事をしております。 
 それでですね、今度中央公民館のほうに移ったということでございますが、この中

央公民館でまた工事とか何かをするのか、そういった計画はないのか、そこをまず伺

いたいと思います。 
 委 員 長  梶原課長補佐 
農林観光課長

補佐 
 公民館の改修工事等は一切行わない予定でございます。 

 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果表の林業振興費、４８ページですね。 

 これ全般的な山林の話でございますが、毎年いろいろ水害の災害が出てますけれ

ど、こういった山村に住んでいる方たちは裏山を大抵所有しているわけでございます

が、伐採した後のですね、植林に関しまして、森林組合を通してから植林すればある

程度の補助金は出るんですけれど、ほとんど負担がかからないようなですね、植林が

将来できるようにならないかと思うんですね。 
 なぜかと言いますと、生活をずっと代々山でされている方は、将来もそこに住んで

いただいて生活をしていただきたいと。そうすれば孫やひ孫の代にいくらかの収入に

繋がるんではないかと思いましてですね、こういう取り組みを村としても県とかにで

すね、要望していくべきではないかと思いますが、いかがですか。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  今現在、荒廃森林整備事業とかでですね、伐採とか搬出した山については、当然植

林補助をして行っておりますので、健全な森林について、伐採をされた後の話だろう

と思いますが、その辺りはそういうふうな方向で、要望等を行っていきたいと思いま

す。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  ５１ページ、観光事業費の中で観光プロモーション事業費ということで４件出てお

ります。 
 それでですね、この中で東峰村プロモーションプロジェクトというのがありまし

て、彼らたちが東峰村観光ＰＲのために動画制作ということで作っております。 
 この動画制作したものはですね、どのように流したのか、ユーチューブだけなのか。

これは、企画との関連もあると思いますけど、村内には流してないのか。 
 観光ＰＲですので村内に流すのもちょっとあれかなと思いますけど、そのところは

どのようになってますか。 
 委 員 長  梶原課長補佐 
農林観光課長  今回ですね東峰村の観光ＰＲのための動画を制作いただいております。 
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補佐  こういったものはですね、ユーチューブのほうにアップして、流しているというこ

とを村のほうは把握してございます。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  せっかくこうして立派に作ってもらっているんですから、村民の方もですね、見れ

るようにしていただきたいなと、私はちょっとこれを見て思ったんですけど。 
 今後そういうふうに計画していただけないかなと思って、今日は質問させていただ

きました。いかがでしょうか。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  おっしゃられるとおりだと思いますので、村のホームページのほうにですね、動画

サイト等がございますので、できましたらそちらのほうへのアップとか、そういうこ

とを検討していただくように伝えたいと思います。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果説明書４９ページ、森林環境整備事業費、森林意向調査準備で７１１万７千円

上がっていますが、これは、どんなものか、説明をお願いします。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  こちらにつきましてはですね、今年度から意向調査を行うということで、基本的に

は荒廃しているというか、管理がされていない森林を抽出するための資源調査を行っ

ております。それに対する経費ということになります。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  調査は、どういうところが調査にあたるんですかね。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  事業者さんに委託契約をして、もうずっと村の森林とかを把握されている事業者さ

んに委託をして、やっております。 
 今年度も、今、アンケート調査の準備を、意向調査の準備を今行っておりますけど

も、そういったことを含めて事業者さんのほうにお願いをしているところです。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  事業者と言えば森林組合に当たるのかなと思いますが、そうでしょうかね。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  森林組合ではありません。航空写真とかいろんなものを解析しますので、その専門

の業者ということになります。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  成果説明書の３０ページをお願いいたします。 

 ２款１項３２目緊急経済対策地方創生臨時交付金事業の中の１９番、新型コロナウ

イルス対策特別金融支援ということで、利子補給事業をされたかと思います。 
 最終的に、結論として基金化ということをされておりますが、ちょっとなんか決算

書を見る中の、３月３１日時点の基金の現在高の中でなくて、この基金運用状況審査

意見書の中には５月３１日時点で、この新型コロナウイルス対策特別金融支援利子補

給事業基金というのが出てきているんですけども、どのタイミングで基金化されたん

だったんでしょうか、お尋ねします。 
 委 員 長  農林観光課長 
農林観光課長  基金化のタイミングは年度末だったと思います。 
 委 員 長  ないようですから、建設水道課へ移ります。 
 休  憩  
 委 員 長  １０時２０分まで休憩します。 

（１０時１０分） 
 再  開  
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 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を再開します。 
（１０時２０分） 

 委 員 長  建設水道課の質疑を行いたいと思います。 
 所管のページはお手元に配布しております、費目ページ一覧表のとおりです。 
 建設水道課の質疑はありませんか。 
６番 髙倉委員 

 ６  番  成果説明書５４ページ。 
 まず、除雪対策費の中でグレーダー維持費ということでございます。 
 この中で、エンジンオイル・バッテリー取り換えで３３万３千円ですか、それと点

検４６万６千円。 
 まず、グレーダーは何台あるのか。それで、私たちの車とは、特殊車両でございま

すので、かなり高いのかなとは思いますけど、かなりの金額になっておりまして、大

体どのくらいするものなのかを、もし分かれば教えていただきたいと思います。 
 委 員 長  建設水道課長 
建設水道課長  まずですね、エンジンオイル・バッテリーの交換とですね、除雪車両の点検という

ところにつきましては、通常の車と同じようにですね、車検ですね、２年に１回の車

検にかかる費用という中で計上しております。 
 それとですね、今、村にある除雪の車としましては、グレーダーとですね、ホイル

ローダーということで、２台あるというところになります。 
 あともう１点ありました、車の価格ですけど、そこはちょっと資料が手元にありま

せんので、あと値段もですね、近年また変わっている部分もあるかと思いますので、

今すぐここでは答えられませんので、後ほどご回答させていただきたいと思っており

ます。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  いえ、私がお聞きしたかったのは、エンジンオイルとバッテリーで３３万ほど使っ

ておりますので、バッテリーがどのくらいするものなのか、エンジンオイルがどれく

らいするか、それだけ聞きたかったので、車両じゃなくて。別に分からなければいい

です。 
 委 員 長  建設水道課長 
建設水道課長  エンジンオイルとバッテリーの取り換え等についてなんですけれども、まず、ホイ

ルローダーにかかるエンジンオイルとバッテリーがですね、約１２万円。グレーダー

にかかるエンジンオイルとバッテリーの取り換えがですね、２１万円というところに

なっています。 
 このエンジンオイルとバッテリーの内訳についてはですね、すみません、後ほど資

料のほうの提示をさせていただきたいと思っております。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
 ６  番  同じく５４ページ、道の駅管理費の中で道の駅設備管理委託というのが約４０万ほ

ど出ております。これは村費ですかね。 
 普通道の駅というのは国交省の管轄になると思いますので、そこのところをお聞き

したいと思います。 
 委 員 長  建設水道課長 
建設水道課長  道の駅に関しては、国なり県なりが管理する部分と村が管理する部分の２区分がご

ざいます。 
 その内のですね、村が管理する区分としてですね、村費として計上しているものに

なります。 
 委 員 長  ６番 髙倉委員 
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 ６  番  では、村が管理する部分というのはどのようなものなのかを教えてください。 
 委 員 長  建設水道課長 
建設水道課長  まず、消耗品としまして、例えばごみ袋であるとかトイレットペーパー、あと電気

代、トイレの水道料のほかにですね、合併浄化槽の管理であったりとかトイレの維

持・修繕等などが、この中に当たります。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果説明書６４ページ、災害復旧総務費の中の公有財産購入費ですね、１，５８４

万７，２６０円、これは、どういったものを購入したのか。土地であればどのくらい

の広さであるとかの説明をお願いします。 
 委 員 長  樋口災害対策室長 
災害対策室長  この公有財産費はですね、砥石渡、そこの土地でありますけど、そちらのほうを災

害で４人分ですね、の土地を購入させていただいております。 
 その後は防災的な役割で整備していくところでございますが、ちょっと広さ、個々

の広さですね、については後ほどご報告いたします。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  成果説明書６５ページの地域防災がけ崩れ対策事業、登記委託料で５３４万３，４

６２円支出ですが、７件分と聞いたんですが、どのくらいの事務料というんですかね、

件数があったのか。かなり金額が５００万超えていますので、何と言うんですかね、

事務料、どのくらいの資料というか、作りがあったのか。説明できればお願いします。 
 委 員 長  災害対策室長 
災害対策室長  １１款の登記委託ということで、これは７カ所分で、ほとんどの契約がですね、福

岡県公嘱登記土地家屋調査協会のほうに、まとめて５契約分という形で、この５３０

万出しております。 
 成果的なものはですね、私どものほうで今保管しておりますので、分筆から登記か

らすべての書類でございます。 
 委 員 長  ５番 長澤委員 
 ５  番  もう１回ちょっと、じゃあ、委託先ですかね、もう１回説明をお願いします。どこ

が請けたのか。 
 委 員 長  災害対策室長 
災害対策室長  委託先が福岡県公共嘱託登記土地家屋調査士協会でございます。 

 こちらのほうが、うちの管轄的にはこの協会が担っております。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  関連です。 

 以前の全員協議会だったか、常任委員会だったか忘れましたけれども。 
 この災害復旧工事にあたっての、この登記関係、分筆等々、工事が終わった後にし

ていかなければならないこととして、かなり件数がありますよという話をお伺いして

おりました。 
 今回この地がけ事業に対しての委託料、決算で上がってきておりますけれども、今

後、その他公共災、農業災、林道災含めて、この登記事務がどれぐらいの規模残って

いるのかどうか、概数でいいですので、ご説明いただけますでしょうか。 
 委 員 長  災害対策室長 
災害対策室長  この他にですね、あと道路、要するに公共災以外で、道路で行った分の法面処理の

委託を、今、令和３年で行っております。 
 その他の河川工事、公共で河川工事、それから農業災関係はございません。以上で

す。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
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 ４  番  あと、もし可能であれば、道路の工事に係る部分の登記の費用的な部分ですね、大

体おおよそでどれくらいかかるのか。令和３年度で終わるのかどうかの道筋というか

ですね、規模感を教えていただけますでしょうか。 
 委 員 長  災害対策室長 
災害対策室長  すみません、概算で１０カ所ぐらいで、約１，０００万でございます。 

 今年度中に終わらせる予定でございます。 
 委 員 長  高橋委員、今の質問ですが、概算でということで説明ありましたが、それでいいで

すか。それともまだ、明日の総括の折に報告が必要ですか。 
 いいですか、はい。 
 ないようですから、質疑を終結します。 
 引き続き、認定第２号「令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算につ

いて」 
 質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （質疑なし） 

 委 員 長  ないようですから、質疑を終結します。 
 散  会  
 委 員 長  これをもちまして、本日の審査は終了します。 

 明日１５日は、午前９時３０分から再開します。 
 本日は、これにて散会します。 

（１０時３２分） 
 



 

 

東峰村議会決算審査特別委員会会議録 

  

 
令和３年９月１５日 
（ 第 ３ 日 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

東 峰 村 議 会 
 



令和２年度 東峰村議会決算審査特別委員会議事日程 
 

令和３年９月１５日開議 
 
 
開会宣言 
 
議事日程の報告 
 
日程第 １ 認定第 １号 令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について 
 
日程第 ２ 認定第 ２号 令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 
 
日程第 ３ 認定第 ３号 令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 
 
日程第 ４ 認定第 ４号 令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について 



1 
 

 開  会  
 委 員 長  おはようございます。 

 ただ今の出席委員数は、９名です。 
 定足数に達していますので、１４日に引き続き決算審査特別委員会を開催いたしま

す。 
（９時３０分） 

 委 員 長  議事日程は、お手元に配布のとおりです。 
 日程に入ります前に、昨日までの追加説明を求めます。 
総務課長 

 総務課長  一昨日髙倉委員のほうよりご質問いただきました、高齢者急発進防止装置、口頭で

の報告をさせていただきます。 
 誤発進防止、踏み間違い加速抑制システムの設置に係ります、２年度につきまして

は、取り付け費用４万９，５００円ということでございます。補助金は２万４，７０

０円でございましたが。 
以前の実績といたしましては、４万３千円から８万５千円ということで、部品代も

３万から６万の間ということに、調整技術費が加わって４万３千円から８万５千円と

いうふうに、取扱店、ディーラー等によって異なるかと思います。 
 次に、高橋委員より基金繰入金のお尋ねがございました。 
 ふるさと基金の充当先につきましては、お手元に配布をさせていただいております

Ａ４の横長の表をご覧いただきたいと思います。 
 ふるさと基金、令和２年度基金取り崩しに係る計算書。 
 左の上からですね、寄附金を納金いただきますときに、自然環境の保全、それから、

医療福祉、産業振興、それから、村政一般財源ということで記述がございまして、１

の自然環境保全に関しまして、左から支出額、令和２年度は３，９９０万２，８２２

円、村負担額が１，５６９万２円。さらに、その右側に充当上限額９２０万２千円と

ございます。この充当上限額がふるさと基金からの充当金ということになります。 
 医療福祉に関しましては、右端のですね、充当上限額９５６万９千円、産業振興に

は３８８万２千円、それから、一般財源として、用途を特定していない６，２１９万

６，１０９円で、合計しますと、右下の基金取り崩し額、８，４８４万９，１０９円

が基金の取り崩し額となります。 
 ここでは記載がございませんが、１，８００万円がすこやか子育て基金に積み立て

られまして、この合計をしますと１億２８４万９，１０９円で、ふるさと納税の額と

合致するということになります。 
 以上、補足説明でありました。 

 委 員 長  建設水道課長 
建設水道課長  昨日髙倉委員のほうからご指摘いただきました、８款２項３目除雪対策費のエンジ

ンオイル・バッテリーの取り換えの内訳についてということで、お手元のほうに資料

を配布させていただいております。 
 ホイルローダーとグレーダー、それと各項目に分けてですね、表のほうは記載させ

ていただいております。 
 まず、エンジンオイル交換に関してはですね、エンジンオイル、フィルター、エレ

メント等を含めた値段となっておりまして、ホイルローダーのほうが４万７，３９０

円、グレーダーのほうが３万５７０円。 
 バッテリー交換につきましては、バッテリー２個ございますので、２個分の値段と

しまして、それぞれホイルローダーが６万１千円、グレーダーが８万２千円というと

ころになっております。以上です。 
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 日程第１   
 委 員 長  日程第１ 認定第１号「令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について」

から、日程第４ 認定第４号「令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」までの総括質疑を行います。 
 総括質疑につきましては、全体及び各課にまたがる質疑のみといたします。 
 なお、各課における答弁で回答が得られない件についての質疑といたします。 
 質疑はありませんか。 
１０番 佐々木委員 

 １０ 番  移住・定住については各課にまたがり関連事業を所管しておりますので、ここで、

総括質疑で行わさせていただきます。 
 昨日、企画政策課の所管であります移住・定住の事業についての審議が行われまし

た。所管の企画政策課の事業で、空き家バンク事業、それから移住コーディネーター

事業、空き家改修事業、それから引っ越し事業、移住支援金の検討、というのが企画

政策課の事業の主な概要ではありますが、村の中の移住・定住の補助金の制度を見て

みますと、いろいろな事業費が各課にまたがっていると、そのように思っております。 
 総務課につきましては空き家の利活用と、それから農林観光課は新規就農、それか

ら農地の取得、それから創業支援、それからスキルアップ、窯業の弟子入り支援もこ

ういうふうなことに該当するのではないかなというふうに思っております。 
 また、建設水道課におきましては、住宅の建設問題等があろうかと思います。 
 それから、教育課につきましては、大まかに言えば就学支援であるでしょうが、し

かしながら、学校に入られたいろんな子どもさんたちの給食の支援なり、いろんなも

の等含めると、またこれも、教育課についてもあるというふうに、私も見ております。 
 それから、住民税務課のほうは転入手続き、それから移住・定住制度の説明、それ

から子育て支援に関することというふうな事業を持っていると思っております。 
 保健福祉課のほうは通学助成ということになってはいると思いますが、しかし、若

い人が入村して来れば、そこに発生する妊婦健診助成、それから妊産婦歯科検診助成、

それから保健師の訪問等があるのではないかなというふうに思っております。 
 このように移住・定住については、多岐にわたっての補助金制度、それから支援、

サポート制度というのがあげられると思っております。 
 こういうふうな補助金、それからサポート、それから補助制度があるのはあるんで

すが、この支援制度で来る移住・定住者は、現実はどうなのかと、どういうふうなと

ころにあるのかと言わざるを得ないのかなと。 
 令和２年度の所管課の企画政策課の報告では、２０名ぐらいあって、２名の方が確

か入村しているとは思うんですが、なかなかそういうふうな住宅問題等、またいろん

な問題等で、この移住・定住については、いろいろと考えなければいけないところが

あるというふうに、私も報告を聞きながら考えております。 
 日本全国は人口減少の時代でありますので、この移住・定住について、東峰村だけ

なんとか増やそうというのは、なかなか難しいとは思っておりますが、この移住・定

住事業につきましては、各課にまたがる事業であり、村が消滅しないと言いますか、

生き残りをかけた事業ではないかと、このように考えております。 
 私は、この移住・定住事業は今後決算を踏まえて、オール東峰でやるべきではない

かなというふうに考えております。私ども議員を交えてこの事業の方向を検討し、そ

れから、予算等を作成するべきではないかなと思っております。 
 この移住・定住事業につきましては、議員との会議をもって、一致した方向で事業

を組んで、決算では共に考え、また、その事業の再考をするということも必要ではな

いかなというふうに思っております。 
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 これにつきましては、村長の答弁でお願いしたいと思います。 
 委 員 長  村長 
 村  長  佐々木委員のほうから良いご提案をいただいたと思っております。 

 移住・定住問題に関しましては、議員言われるように、多岐にわたった制度等村と

しては整えているわけでございますけれども。 
その中でやはり、今、移住・定住コーディネーターのお力を借りながら現在進行を

させていただいておりますけれども、それは現状の状態でのと言いますか、空き家と

か、そういったところでのあっせんというようなことになろうかと思います。 
 昨日でしたか、黒川委員に対してのご説明も申し上げましたように、現在空き家と

言いましてもなかなか空き家バンク等のですね、登録もないし、また危険な地域、そ

れから老朽化しているというような状態もあります。 
 そういった中で、今望まれているのは何かと言いますと、私が現在承知しています

のは、やはり若い人たちが来たいと、東峰村に移住したいと言っておるんですけれど

も、なかなかそういった住宅が整備をされていないというところに問題があるのでは

ないかと、私は考えております。 
 したがいまして、昨日も言いましたように、若者向け、そして、子ども１人ぐらい

はですね、育てられるようなワンルームみたいな形の住宅を、村の資金を使いますと

相当になりますので、民間の力、ＰＦＩを考えたですね、対策を今後取っていかなけ

ればならないと思っております。 
 委員が提案しておりますように、そのためには議会と執行部は両輪の輪でございま

すので、また、議会の皆さん方のご意見を伺いながら、この事業については、しっか

りと今後進めていく必要があると考えております。 
 委 員 長  １０番 佐々木委員 
 １０ 番  先ほど村長の答弁の中で住宅問題等も出ましたが、私も村のホームページで空き家

情報、それから登録バンク等を見てみますと、なかなかこういうふうな物件だけでは

移住・定住が難しいのではないかなというふうに考えておりました。 
 どのようなもので、どのような制度で移住・定住を拡大していくのかというのは、

やはり検討する余地、それから、皆さん方と一緒になって考える必要があるのではな

いかなというふうに、私も思っております。 
 先ほど村長のほうから、議会は両輪の輪という言葉が出ましたが、私もやはり村と

議会が一緒になりながら議論をしあって、そして村民のためのより良い政策を積んで

いくことだろうと思っておりますので、この住宅問題に限らず、いろんな問題につい

ても、より議論を深めていくように、よろしくお願いをしたいと思います。以上です。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  今日ご提示いただいた、ふるさと基金の資料のほうに基づきまして、ご質問させて

いただきたいと思います。 
 ふるさと納税、この令和２年度に関しては、当初の予算を大幅に上回るふるさと納

税、納税をいただいたということであります。 
 当初の予算のときには、大体３，０００万ぐらいを想定されていたのかと思います

が、それから大方７．０００万近くを増額する形になって、今回この資料をいただき

まして、基本的にはもうすべてこの令和２年度の会計に、要は、充当というかですね、

されているかと思います。 
 現在、村の予算もなかなか、災害復旧・復興にあたり厳しい中ではありますが、積

み立てたまま残さずに、すべてこの令和２年度の予算に充当された理由をお尋ねしま

す。 
 委 員 長  総務課長 
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 総務課長  先ほどの資料に基づきまして説明させていただきましたが、この他に１，８００万

をすこやか基金に積み立てさせていただいたということで、１億２００万円のふるさ

と納税からですね、１，８００万基金として将来的な安定、時代に対する予測、行政

経営のあり方の中でですね、将来に積み立てるということであります。 
 それから、基金のですね、その他、基金の積立残高につきましては、この決算額の

とおりでございます。４０億程度ございます。 
 多様にわたりまして、目的の基金が安定的な、将来にわたる事態に備えるものとい

うことでございますので、ふるさと基金納税額そのものを、一部をですね、積み立て

るという考え方もあると思います。 
 ただ、寄附いただいたときに、産業振興、医療、子育てという目的の意向を踏まえ

ましてですね、充当させていただいているということでございます。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  以前はなかなかこのふるさと納税の額が、なかなか伸び悩んでおる部分もあって、

この基金に積み立てをずっと行っていたかと思います。 
 もちろん単年度で使うにあたっては、ちょっと予算としては少ないからという部分

の理由もあったかと思います。 
 今回、この倍増以上のですね、ふるさと納税があって、一度にこれを使ってしまう

という部分が、後年にわたってどうなのかという部分でお尋ねいたしました。 
 もちろん東峰村の財政事情が厳しい中で一般財源に繰り入れるという理由が想定

されますが、この４つの項目ですかね、自然環境・景観の保全、医療・福祉、産業振

興、そして子育て・教育環境と、あとは用途を指定しないという部分であっているか

と思います。 
 そういった部分に関して、例えば、この自然環境・景観の保全に係る部分で、後年

にまた使えるような形で積み立てなかったのはなぜか、お尋ねします。 
 委 員 長  総務課長 
 総務課長  先ほど答弁させていただきました中に、水源地域の基金等もございます。 

 寄附の目的というか、ご寄附いただきました納税の方々、即効性のある形で反映さ

せていただきたいというご意向の方もいらっしゃると思いますし、東峰村が後年にわ

たってですね、残ってもらって、行政運営、村の人たちに対する思い、それから、景

観に対する思いというのがあると思います。 
 基金の残高、先ほど雑駁に４０億と申しましたが、現在のところは３２億程度では

ございますが、そうした景観に対するもの、それから、子育てに関する基金等の造成

もございますので、その辺りで即効性のある対応、それから、将来にわたる部分も考

慮しつつ対応していただいているところであります。 
 委 員 長  ４番 高橋委員 
 ４  番  なかなか財政的な部分があるとは思います。 

 今後ふるさと納税、まだまだ伸びていく余白というのは、東峰村の場合にあっては

あるのかなと思っております。 
 この使われる事業に関しては、もう少し明示しておくべきではないかというのは、

毎年のごとく申し上げてきたところであります。 
 やはり年度末に、じゃあ、ここに充当しとこうというふうな形では、なかなかこの

寄附、納税者の理解というのが得にくいのかなと思います。 
 やはりこういう事業に使う目的でふるさと納税、皆さんお願いできませんかという

のが、そもそも趣旨的な部分として合致するのではないかなと。 
 やはり年度末で、これだけいただきましたので、ちょっとここの予算に使っておき

ましょうかというのじゃ、なかなか次もふるさと納税をお願いしたいなという方々に
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対しての、アピールはすごく薄いのかなという感じがいたします。 
 そこで、しっかりとこの年度当初にですね、ふるさと納税、こういう事業に使って

いきますということをしっかり明示して、そのふるさと納税、これぐらいの額という

のをしっかり想定しながら、やはり皆さんで、村そして村民の方が一団になって、こ

のふるさと納税を理解し、増やしていく取り組みですね、していかなきゃいけないか

なと思います。 
 ですので、もう少しどういった事業に使うかという部分を、当初に、予算の当初に

明示していくべきではないかという部分で、最後質問させていただきます。 
 委 員 長  総務課長 
 総務課長  当初予算におきましては、なかなか想定しにくい金額の部分には、想定という範囲

を超えないかと思われます。 
 ただ、農村環境整備それから多面的機能、中山間地域の直接払いの村負担分という

ことで、その辺りで農地の保全、自然環境・景観の保全というようなところに使わせ

ていただくということでございます。 
 例えば、村の会員制だとかですね、そうした歳入額、収入予定額が見込める場合で

あれば、そうしたことがより具体的に近いところが想定できるかと思いますが、ふる

さと納税寄附金という趣旨からありまして、なかなか想定しづらいところであります

が、できるだけその辺り検討させていただきたいと思います。 
 委 員 長  ないようですから、質疑を終結します。 

 認定第１号「令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について」 
 討論を行います。 
 討論はありませんか。 
６番 髙倉委員 

 ６  番  令和２年度の決算について、反対といたします。 
 なぜならば、非常にですね、弓道場建設、ほうしゅ楽舎建設に係る検討委員会と、

こういうふうに既存の施設を利用すればできるものを、わざわざ新たに建てるとい

う、私に言わせれば本当に無駄な出費だと考えております。 
 せっかく既存の施設があるのにわざわざ建てる必要もない。ましてや弓道場のとこ

ろは、子どもさんたちの遊び場になっていたはずです。そういったところをわざわざ

潰して弓道場を建設しておる。弓道場は学園の武道場でも村民センターでもできるは

ずです。こういう無駄な出費をやっていることに対して、私は本当に憤りを感じてお

ります。 
 予算のときにも言いましたけど、もう少しやはり自分のお金だと思って財政を運営

していただきたい。このような理由でございます。 
 私は、この令和２年度の決算認定については、反対といたします。 

 委 員 長  賛成討論はありませんか。 
 ないようですから、討論を終結します。 
 認定第１号「令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について」を、お諮り

いたします。 
 本案を認定することに賛成の方、挙手でお願いします。 
 （賛成者挙手） 

 委 員 長  賛成多数と認めます。 
 よって、本案は、原案どおり認定するものと決定いたしました。 

 日程第２  
 委 員 長  日程第２ 認定第２号「令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」 
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 討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （討論なし） 

 委 員 長  ないようですから、討論を終結します。 
 認定第２号「令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」を、お諮りします。 
 本案を認定することに賛成の方、挙手でお願いします。 
 （賛成者挙手） 

 委 員 長  全員賛成です。 
 よって、本案は、原案どおり認定するものと決定いたしました。 

 日程第３  
 委 員 長  日程第３ 認定第３号「令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」 
 討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （討論なし） 

 委 員 長  ないようですから、討論を終結します。 
 認定第３号「令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」を、お諮りいたします。 
 本案を認定することに賛成の方、挙手でお願いします。 
 （賛成者挙手） 

 委 員 長  全員賛成と認めます。 
 よって、本案は、原案どおり認定するものと決定いたしました。 

 日程第４  
 委 員 長  日程第４ 認定第４号「令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について」 
 討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （討論なし） 

 委 員 長  ないようですから、討論を終結します。 
 認定第４号「令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」を、お諮りいたします。 
 本案を認定することに賛成の方、挙手でお願いします。 
 （賛成者挙手） 

 委 員 長  全員賛成と認めます。 
 よって、本案は、原案どおり認定するものと決定いたしました。 

 委 員 長  以上で、本決算審査特別委員会に付託されました案件の審査が終了いたしました。 
 これをもちまして、決算審査特別委員会を閉会したいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 
 本委員会の報告につきましては、委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 
 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 
 皆様のご協力によりまして、付託されました案件の審査が、無事終了いたしました。
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厚く御礼申し上げます。 
 閉  会  
 委 員 長  これをもちまして、決算審査特別委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 次は、本会議でございますので、１０時１５分まで休憩いたします。 
（９時５８分） 

 上記会議の経過を記載し、その相違ないことを 
証するために署名する。 

 
 
 

委 員 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  


